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(57)【要約】
【課題】本発明の課題は、刷版表面を除去するための新しい方法を提供することである。
【解決手段】本発明は、印刷機内において、書換え可能な刷版表面を除去する方法に関す
るものであって、除去の際、刷版が取付けられた版胴は回転運動する。本発明によると、
除去は２つの主要除去ステップで行われ、すなわち、印刷命令が終了した後の版胴の停止
動作中に行われる第１主要除去ステップと、このステップに続いて行われ、該版胴が、該
版胴の停止後に駆動される第２主要除去ステップとで行われる。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷機内で、書換え可能な刷版表面を除去する方法において、刷版が取付けられた版胴
が除去の際に回転運動する除去方法において、
該除去が２つの主要除去ステップで行われ、その際、印刷命令が終了した後の版胴の停止
動作中に行われる第１主要除去ステップ、及び、該第１主要除去ステップに続いて行われ
、該版胴が、該版胴の停止後に駆動される第２主要除去ステップを有することを特徴とす
る、除去方法。
【請求項２】
　前記第１主要除去ステップ中に、書換え可能な刷版表面の洗浄が行われ、その際印刷イ
ンキ及び画像ポリマーが該表面から除去され、及び、望ましくは該表面が乾燥させられる
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　請求項２に記載の方法であって、そのために、第１除去装置によりまず少なくとも１つ
のインキ溶解性洗浄剤が刷版上に塗布され、次に、少なくとも１つのポリマー溶解性の洗
浄剤が刷版上に塗布され、そして該表面から除去されることを特徴とする、請求項２に記
載の方法。
【請求項４】
　前記第２主要除去ステップ中に、前記書換え可能な刷版の洗浄された表面の洗浄が行わ
れ、その際に残りの汚れが該表面から除去されることを特徴とする、請求項１から請求項
３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、そのために第２除去装置により大気プラズマを表面に
照射することにより、画像ポリマーの残りの汚れを該表面から除去することを特徴とする
、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１主要除去ステップ中に、刷版表面が最低でもおよそ９５％程度、特に最低でも
９８％程度まで洗浄されること、及び、前記第２主要除去ステップ中に、最大５％程度ま
だ残っている汚れ、特に最大２％程度まだ残っている汚れを該表面から除去することを特
徴とする、請求項１から請求項５のいずれか一項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のおいて書きに記載された、刷版表面を除去する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　刷版を用いた印刷においては、原理的に、一度限り描画可能な刷版を使う方法と、書換
え可能な刷版を使う方法とに分けられる。書換え可能な刷版を使う印刷方法は、「コンピ
ューター・トゥ・プレス（ＣＴＰ）／ダイレクト刷版」という概念に属する。本発明は、
このような書換え可能な刷版の表面にある耐久性のある画像の除去方法に関するものであ
る。
【０００３】
　本出願人は、書換え可能かつ除去可能な刷版を用いる、製品名「ダイコウェブ（DICOwe
b）」のデジタル印刷機を販売している。このような刷版を作成する際には、好適には、
刷版ベース胴には、除去ステップまたは画像除去ステップ、及びその後の画像書込みステ
ップが実施される。「ダイコウェブ」技術の基本的特徴は非特許文献１に記載されている
。
【０００４】
　書換え可能な刷版の除去の際に使われる除去装置は、特許文献１により開示されている
。該特許文献１による除去装置にはクリーニングクロスが備わっており、このクリーニン
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グクロスは新品クロスロールから巻き出され、押し付け要素により、除去対象の刷版表面
に押し付けられ、使用済みクリーニングクロスは使用済みクロスロールに巻き取られる。
【特許文献１】独国特許第１０００８２１４号明細書
【非特許文献１】"Handbuch der Printmedien" （Helmut Kipphan著、６７４～６８０ペ
ージ、2000年、Springer-Verlag）
【０００５】
　印刷のために書換え可能な刷版を用いる、実用的に知られている印刷機においては、刷
版の除去は、印刷機のセットアップ工程中の完全に独立した作業工程として行われる。書
換え可能な刷版の除去方法については、必要なセットアップ時間を短縮できるような除去
方法が求められている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　これを鑑みて、本発明の課題は、新しい刷版除去法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前述の課題は、請求項１に記載の方法で解決できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明によると、除去は２つの主要除去ステップ、すなわち、印刷命令終了後に版胴の
停止動作中に行われる第１主要除去ステップと、該第１主要除去ステップに続いて行われ
、該版胴の停止後に該版胴が駆動される第２主要除去ステップとで行われる。
【０００９】
　本発明では、除去を２つの主要除去ステップで行うことを提案しており、その際、第１
主要除去ステップは版胴の停止動作中、すなわち印刷命令終了後に印刷機が停止に向かっ
ている間に行われる。そうすれば該第１主要除去ステップは、いずれにせよ必要な版胴停
止動作に並行して行われるため、版胴停止動作のために必要な時間のうち、第１主要除去
ステップが行われる時間だけ、セットアップタイムを短縮することができる
【００１０】
　版胴停止動作中、該版胴は高い円周速度で回転しているため、該版胴に取付けられてい
る刷版は、第１主要除去ステップにおいて効率的かつ短時間に洗浄することができる。
【実施例１】
【００１１】
　本発明の好適な発展形によると、書換え可能な刷版の表面の洗浄が行われる第１主要除
去ステップにおいて、印刷インキ及び画像ポリマーが表面から除去され、該表面が望まし
くは乾燥させられ、及び、前記第１主要除去ステップにおいて洗浄された書換え可能な刷
版の洗浄が行われる第２主要除去ステップにおいて、残りの汚れが該表面から除去される
。
【００１２】
　本発明の望ましい発展形は、従属請求項及び以下の説明から理解できる。本発明は、除
去可能かつ書換え可能な刷版を用いる印刷方法に関するものである。さらに詳しくは、本
発明は、このような書換え可能な刷版の除去方法に関するものである。
【００１３】
　本発明によると、書換え可能な刷版の表面の除去は印刷機内において２つの主要除去ス
テップで行われる。第１主要除去ステップは、除去対象の刷版が取付けられている版胴の
停止動作中に行われる。したがって、該第１主要除去ステップは、印刷命令終了後に印刷
機が停止に向かう、いずれにせよ必要な工程所要時間の間に行われる。版胴の停止動作中
、該版胴は、最初はまだ高速の円周速度で回転しているため、第１主要除去ステップの間
に、書換え可能な刷版表面を効果的に洗浄することができる。
【００１４】
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　印刷機の停止動作または除去対象の刷版が取付けられている版胴の停止動作に並行して
行われる第１主要除去ステップの間に、印刷インキと画像ポリマーが該表面から除去され
る。
【００１５】
　そのためにまず最初に、少なくともインキ溶解性の洗浄剤、次に少なくともポリマー溶
解性の洗浄剤が、第１除去装置により刷版表面に塗布され、そしてその表面から除去され
る。望ましくは第１主要除去ステップ中に、書換え可能な刷版の洗浄済み表面の乾燥が行
われる。
【００１６】
　第１主要除去ステップに続いて、つまり版胴停止に続いて、第２主要除去ステップが行
われる。この第２主要除去ステップにおいては、前記第１主要除去ステップで予備洗浄さ
れた、書換え可能な刷版表面が洗浄され、このとき、該刷版表面から残りの汚れが除去さ
れる。これらの主要除去ステップには、ドライアイススノーを用いることもできる。
【００１７】
　刷版表面から残りの汚れを除去することは、第２主要除去ステップにおいて、第２除去
装置を使って行われ、該第２除去装置によりたとえば大気プラズマが洗浄対象の刷版表面
に照射されて、画像ポリマーによる残りの汚れが表面から除去される。そのために版胴は
、該版胴停止後に、第２主要除去ステップにおいて積極的に駆動される。
【００１８】
　イオン化された気体である大気プラズマは、所与の距離を置いて、洗浄対象の刷版表面
に照射される。それにより、胴表面から残りの汚れが取り除かれたうえ、さらに調整され
るため、除去された刷版に次に新たに画像を書き込む際に、付着させる画像ポリマーの最
適な接着性、及び、新たな印刷命令の印刷を開始するための良好なフリーホイール挙動に
対応した親水性が保証される。
【００１９】
　版胴の停止動作に平行して行われる第１主要除去ステップ中に、刷版表面は最低でもお
よそ９５％程度、特に最低でも９８％程度まで洗浄される。第１主要除去ステップで予備
洗浄された刷版表面の洗浄を行う第２主要除去ステップ中には、第１主要除去ステップ終
了後に最大５％まだ残っている汚れ、特に最大２％まだ残っている汚れを刷版表面から除
去する。
【００２０】
　本発明の刷版除去法により、除去に必要な時間を大幅に短縮できる。本発明の除去方法
の第１主要除去ステップは、印刷命令終了後にいずれにせよ行われる印刷機の停止動作に
並行して行われる。第１主要除去ステップのために版胴を駆動する必要はない。該第１主
要除去ステップにおいて刷版を予備洗浄した後に、次の第２主要除去ステップにおいて、
予備洗浄された刷版の洗浄および該刷版表面の調整が行われる。第２主要除去ステップの
ために、版胴は積極的に駆動される。
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